
「地域連携型学校防災体制等構築推進事業」における実践研究報告書 

 

富谷市立富ケ丘小学校 

 

Ⅰ 学校所在地域の災害特性および地域連携に係る現状等 

（１）学校所在地域の災害特性 

① 自然的条件 

段丘地を切り土や盛り土により造成した地盤（地質は偽層砂岩・礫質砂岩。仙台泉区との境界

部は凝灰質シルト岩及び凝灰岩）である。また，市内に断層は認められない。６月～９月は梅雨

及び台風が接近する季節となるため，月間降水量が１２０ｍｍを超えることもある。特に９月は

２００ｍｍ前後の降水量が見られ，この時期は特に雨が浸透し地盤が弱くなることが予想される

ため，注意が必要である。 

 

 ② 災害特性 

   本校東側に隣接する水道局用地（仙台市水道局管財課）のり面と本校敷地の一部は，それぞれ

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に指定されている。加えて，富ケ丘三丁目・鷹乃杜三

丁目・鷹乃杜四丁目に，土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域がある。 

 

（２）地域連携に係る現状（Ｒ５．４月現在） 

   富谷市では，毎年１０月後半の日曜日に，「富谷市総合防災訓練」を行っており，市内全町内

会が参加している。訓練内容は，各町内会計画による安否確認や災害状況を災害対策本部へ画像

送信する「共通訓練（全町内会対象）」と，富谷スポーツセンターにおいて避難所開設や要配慮

者の避難誘導訓練等を行う「エリア訓練（抽出町内会）」である。 

   本校学区内の４地区（富ケ丘南部地区，富ケ丘北部地区，鷹乃杜地区，上桜木地区）のうち，

２地区（富ケ丘南部地区，上桜木地区）は，市総合防災訓練の共通訓練を終えた後，独自の計画

で指定避難所である本校体育館を使用して，二次避難を想定した避難民受入訓練等を行ってい

る。 

 

Ⅱ 取組状況 

１ 地域や関係機関等と連携した学校防災マニュアルの見直し及び避難訓練の実施 

（１）第１回引き渡し訓練の実施（来校：地区町内会長，市防災安全課，市教育委員会） 

   第 1 回引き渡し訓練に，本校学区内の町内会長に案内を出し，視察

していただいた。また，実施後の振り返りでは，来校者から見た引き

渡し訓練の感想や今後に向けた改善点等を話し合った。 

 

（２）市総合防災訓練への児童参加 

   毎年，富谷市総合防災訓練において，富谷市内各地区が安否確認や

防災訓練等を行ってきた。今年度から，本校児童も各地区の一次避難

所への避難を保護者と共に行い，自らの一次避難所に実際に足を運ぶ

訓練を行った。また，各地区の進行により，バケツリレーやα米の炊

き出し訓練，マイタイムラインの作成と防災かるた等の防災活動に取

り組んだ。 

 

 

 ２ 地域と連携した災害特性を共有するワークショップ等の実施 

（１）校内職員研修会の開催（地区町内会長参加） 

   上述の第 1回引き渡し訓練後には，学校防災アドバイザーから本校学

区の災害特性についてご講話をいただいた。 

   この研修会には町内会長も参加し，該当地域の災害特性について教

職員と地域で情報を共有することができた。 

（２）防災教育だよりの発行 

   毎月 1 回，本校の防災教育の取組をまとめ，発行した。保護者や地域の方にも見ていただける

よう，メール配信やホームページ上にアップするなどし，防災教育の様子や避難訓練の保護者ア

ンケート結果などを発信し，保護者や地域の方々と共有することができた。 



３ 教職員の災害対応力を養成する校内研修等の実施 

（１）防災マニュアルの読み合わせ 

   ４月当初の職員会議終了後，全教職員で防災マニュアルの読み合わせを行った。特に，第 1 回

引き渡し訓練や地震・火災発生時の避難経路と避難方法について，詳細を確認することができ

た。 

（２）学区内危険箇所現場確認 

   「富谷市 洪水・土砂災害 ハザードマップ」を活用し，本校学

区内の災害危険箇所を全員で確認した。土砂災害に指定されている

場所が数か所存在し，現場を実際に見ることで，のり面の傾斜の具

合や，その他安全面で児童に注意喚起が必要な場所も確認すること

ができた。 

        

 

（３）学校防災アドバイザーからの指導 

 ① ５月 1日（月）第 1回職員研修会（地震想定避難訓練・引き渡し訓練を振り返って） 

 ② ６月１６日（金）第２回職員研修会（引き渡し訓練の反省と次回の訓練へ向けて） 

 ③ ８月２３日（水）第２回全校授業研に向けての事前検討会 

 ④ ９月６日（水）第２回全校授業研リフレクション 

 ⑤ ９月６日（水）指導主事学校訪問提供授業に向けての事前検討会 

 ⑥ １１月１７日（金）第３回職員研修会（火災想定避難訓練・引き渡し訓練を振り返って） 

 

（４）１１月１７日（金）緊急事態を想定した避難訓練の実施 

   第３回避難訓練（火災想定）を３校時に行うに当たり，直前の業間休みに学級担任は職員室で

くじを引き，開封しないまま各教室へ戻った。火災発生時刻直前の校内放送「担任の先生は，く

じの内容を見てください。」という合図と共にくじの中身を確認した。 

   くじの内容は，「足を骨折している児童１名」「火災発生に驚いてしまって動けなくなる児童

１名」「特に無し」など，各学年に１名ずつ，通常非難ができない児童（ビブスを着用させる）

がいるケースを想定した訓練を行った。 

   これまでの避難訓練とは違い，廊下で担任同士が「１組，全員無事です。」「児童１名が動け

ない状態です。私は担いで最後尾を行きますので，〇〇先生は先頭をお願いします。」等の声を

掛け合うなどし，その場で判断を必要とする場面での対応をしながら訓練を行った。 

 

（５）震災遺構石巻市立門脇小学校視察（８月１日（火）） 

   全教職員で震災遺構石巻市立門脇小学校を視察した。東日本大震災発生当時の門脇小学校長鈴

木洋子先生にご案内いただき，地震発生から避難，常日頃から大切にしておくべきことなどを丁

寧にご指導いただいた。 

   参加した本校教職員の感想（一部）は以下である。 

・ 当時の状況をそのまま伝えてくれる震災遺構を自分の目で見ることは，宮城県の教員とし

て大切な事であると思います。どの学校に勤務したとしても，子供の命を守るために最善と

思う方法を，より具体的に考える一助となると考えます。 

・ 門脇小学校の第５次避難までのその場での教員の迷いや判断を詳しく知れて大変勉強にな

りました。また，鈴木洋子校長先生のお話が大変分かりやすく，「自分ならその場で何がで

きるだろう」と考えることができました。 
 

 

４ 被災地訪問等を取り入れた児童生徒の防災意識を高める防災教育の実施 

（１）震災遺構仙台市立荒浜小学校訪問（６月３０日（金）・６年生） 

   ６年生は震災後に生まれた児童であり，保護者や教師から東日本大震災のことを聞いたり，テ

レビ等で映像を見たりしてはいるが，経験はしていない世代である。実際の現場から学ぶことは

大きいと考え，本見学を計画・実施した。 

   以下は，６年生がまとめた感想の一部である。 

・ 津波や地震が来ると，大切なもの，大切な人たちを失ってしまう危険があるということ

を，改めて知りました。内陸部だからと油断をしてはいけないということも学びました。 

・ カーテンを毛布代わりに使うなど，私たちも普段から対策をすべきだと思ったので，準備

しようと思いました。災害は他人事ではないので，３月１１日のことを次の世代に伝えてい

こうと思いました。 
 



（２）カリキュラム・マネジメントによる防災教育の実践 

 ① １年生（生活）： 校舎内外の防災・安全表示や装置を確かめたり，

公民館を訪れて避難所としての機能（大ホールや和

室の活用，防災備蓄倉庫等）について職員の方から

講話をいただいたりした。 

 

 ② ２年生（生活）： 災害時，避難所に持ち出す「非常持出袋」の中身を

考えた。袋の中に５つまで入れるという制限を設けた

ことで，児童は自分や家族が必要と考えられる物を精

選していた。 

また，「まちたんけん」の学習で，東日本大震災のことについてインタビ

ューをし，自分たちが住む街の災害状況や人々の対応・努力・協働等につい

て知ることができた。 

 

 ③ ３年生（総合）： 富谷市中心部では，東日本大震災でどのような被害

があり，人々はどのように震災を乗り越えてきたの

か，富谷市中心部の商店街にインタビューした。ま

た，名取市立不二が丘小学校長荒明聖氏（震災当時東

松島市立大曲小学校教頭）をゲストティーチャーとし

て招聘し，地震や津波から身を守ることについて講話をいただいた。 

 

 ④ ４年生（総合）： 東日本大震災当時の状況について，富谷市教育委員

会教育専門員渡辺孝男氏（震災当時山元町立山下第二

小学校長），白木敏夫氏（富ケ丘地区住民），門間と

も子氏（鷹乃杜地区町内会長）をゲストティーチャー

として招聘し，講話をいただいた。 

            また，東北学院大学教授伊藤晶文氏からの情報提供のもと，理科「流れる

水の働き」の学習の発展学習として，土砂崩れの模擬実験を行った。土砂崩

れが起こる際の予兆等を児童自身が実験を通して学ぶことができた。さら

に，富谷市総務部防災安全課長星英樹氏と危機管理監高橋康浩氏をゲストテ

ィーチャーとして招聘し，本校防災備蓄倉庫の中身について直接ご指導を賜

った。 

 

 ⑤ ５年生（総合）： 東日本大震災当時の本校の災害状況や，児童・教

職員の対応等について，公益財団法人仙台まち・ひ

と交流財団川前児童館職員三浦由紀夫氏（元本校職

員）をゲストティーチャーとして招聘し，講話を賜

った。また，上述の富谷市総務部防災安全課の職員

から，防災備蓄倉庫内の説明と，本市での災害時の対応やローリングストッ

ク，市内外の近隣企業等との災害協定等についてご指導をいただいた。 

            家庭科での学び等と含めながら，ローリングストックや避難所での生活

等，児童が探究活動を行い，学びを深めた。 

 

 ⑥ ６年生（総合）： 災害時には全てのライフラインがストップし，生

活が困難になることを理解した上で，非常持ち出し

袋の中身を考えた。児童は各自の考えを共有した上

で，自分たちが実際に避難生活を送ることを想定し

ながら真剣に取り組むことができた。そして，その学びを踏まえ，上述のと

おり，震災遺構仙台市立荒浜小学校へ訪問を通して，自然災害の大きさと防

災意識を高めることの大切さ，命の尊さを学んだ。 

            また，グループごとに「地震発生のメカニズム」「避難所での健康被害を

防ぐために」等のテーマを設け，探究活動に取り組んだ。 

 

 ⑦ 特別支援（生単）： 児童の実態に応じた単元「防災ブックを作ろう」を設定し，実践を行っ

た。各訓練の様子をまとめたり，災害時に役立つ「防災パン」を保護者と共

に作ったりするなどし，保護者と一体になった防災学習に取り組んだ。ま



た，自らの防災意識を可視化するための児童アンケ

ートをページに差し込んで実践前後で比較できるよ

うな工夫も盛り込んだ「防災ブック」を作成した。 

 

（３）防災発表会（１２月８日（金）・３～６年生） 

   １２月の学習参観日には，児童がこれまでの学びを保護者やゲストテ

ィーチャー，地域住民等に対して発表する「防災発表会」を行った。自

分たちの学びを整理し，来校者と共有することで，災害や防災に関する

理解を深めたと同時に，表現力を育成することができた。 

 

（４）業前時間の防災タイムと業間時間の地震想定訓練 

   本校では，以前から毎月一回，業前時間に「防災タイム」を設定し，季節や今日的課題，世間

の事件等に合わせた防災・防犯教育を行ってきた。今年度からは毎月の計画を立て，災害のみな

らず，不審者対応等も含めた指導を行った。 

   また，今年度からの試みとして，業間時間中の地震想定訓練を行った。児童が遊んでいる最中

に緊急地震速報が発報する想定で行い，校庭で遊んでいる児童や校舎から離れて身を守る行動を

とったり，廊下にいる児童は周りを確認しながら身を低くしたりするなど，その時々の状況を考

えて行動する姿が見られた。 

  

Ⅲ 取り組みを通じた成果（〇）と課題（・）  

〇 カリキュラム・マネジメントを行い，生活科及び総合的な学習の時間に防災教育を位置付け，各

学年で様々な実践・提案授業を実施した。 

〇 全校授業研で防災学習を提供し合い，「児童が自分事として捉えさせることの重要さ」「地域の

災害特性に向き合うこと」などを改めて確認することができた。 

〇 防災マニュアルや避難訓練，引き渡し訓練の経路などの見直しと変更を行い，より安全で実際の

災害時を想定したものとなった。 

〇 併設する利府支援学校富谷校との合同避難訓練を実施するなど，連携を図りながらＰＤＣＡサイ

クルで取り組んだ（令和６年度は利府支援学校富谷校と合同で引き渡し訓練を行う予定）。 

〇 引き渡し訓練には，本校学区の町内会長が来校し，訓練の様子を共有すると共に，学校防災アド

バイザーからの職員研修にも参加した。 

〇 富谷市総合防災訓練に全校児童も参加し，各自の一次避難所を確認したり，各地区の訓練に参加

したりすることができた。 

・ 今年度は，カリキュラム上での縦のつながりが見えないことが課題として明らかになった。 

・ 学校防災アドバイザーのご指導の下，防災教育及び防災組織の更なる向上を目指す必要がある

（保護者身分確認，引き渡し方法等）。 

・ 保護者アンケートから，引き渡し時の来校経路や身分確認について納得が得られていない部分が

あることが分かった。次年度の取組（利府支援学校富谷校との共同開催等）を通して，理解と協力

を呼び掛ける。 

・ 富谷市総合防災訓練の内容については，今後の継続した取組に向けて学校と地区が連携を深め，

地域の防災活動の深まりを求めていく。 

 

Ⅳ 次年度の取組予定等 

・ 令和６年度は，系統的な指導計画と実践を重ね，令和６年度以降も継続していける防災教育カリ

キュラムの作成を行う必要がある。 

・ 震災遺構見学を５学年で行い，より多くの児童が震災遺構から学ぶ場を設定する。 

・ 地域との連携をさらに強くし，関わりをより深くしていく。 

 


